
 
【ニュージーランド留学フェア】― 7 校の現地校が来校、高まる国際交流への関心  ―  

 ５月９日（土）、本校にて「ニュージーランド留学フェア」を開催いたしました。当日は

ニュージーランドより男子校５校、女子校２校、計７校の先生方にご来校いただき、本校をは

じめ、藤沢翔陵高等学校、鵠沼高等学校、聖園女学院中学高等学校などから、多くの生徒・保

護者の皆様にご参加いただきました。  

特に、本校の生徒・保護者だけで約 80 組もの参加があったこ

とは、本校家庭の国際教育や海外留学への関心の高さを示すもの

となりました。さらに他校からの参加者も加わり、校内は終日に

わたって大変な賑わいを見せました。海外の複数の現地校を一度

に招き、学校主催でこれほど大規模な留学フェアを実施している

高校は珍しく、本校ならではの特色ある国際交流行事となりまし

た。 

地下ホールで行われた全体会では、林校長による挨拶に続き、

本校の留学プログラム概要説明、そして各現地校による学校紹介

が行われました。各校の特色ある教育内容や学校生活、スポーツや文化活動などについて、現

地の先生方が直接英語で紹介し、参加者の方々は真剣な表情で耳を傾けていました。  

午後からは ICT 教室にて個別相談会を実施しました。参

加者は興味のある学校のブースを自由に訪問し、「通学手

段はどうなっているのか」「ホームステイはどのような環

境か」「運動クラブには自由に入れるのか」など、具体的

な質問を積極的に投げかけていました。各ブースには本校

英語科教員が通訳として付き、参加者と現地校の先生方を

つなぐ役割を果たしました。また、本校生によるターム留

学経験者ブースも大変な賑わいを見せ、実際に長期留学を

経験した生徒たちの生の声に、多くの参加者が熱心に聞き

入っていました。  

本校では近年、交流校と「顔の見える関係」を大切にしながら、ニュージーランドの学校と

の連携を深めております。今回参加した学校の中には、すでに本校生徒が短期・長期留学で訪

れている学校も多く、生徒同士の交流や相互訪問を通じて、年々つながりが強まっています。

前日に来日した先生方には、遊行寺での宿泊や茶道体験にも参加していただき、日本文化への

理解も深めていただきました。  

今回の留学フェアは、多くの皆様のご協力のもと、大変盛況のうちに終了いたしました。本

校では今後も、生徒たちが世界へ視野を広げ、自らの可能性を大きく伸ばしていくことができ

るよう、国際交流・留学プログラムのさらなる充実に努めてまいります。  

 

【開校記念講演会】  
５月１３日、本校開校記念講演会が行われ、本校卒業生であり、認定 NPO 法人アクセプト・

インターナショナル代表理事の永井陽右先輩を講師としてお迎えしました。現在、永井さんは

ソマリアをはじめとする紛争地において、テロや武装勢力に関わる若者たちの社会復帰支援に

取り組み、国際的にも高い評価を受けています。  

永井さんは高校時代の自分について「本当に勉強しなかった」と率直に語りました。また、

当時は周囲の大人たちに対する強い反発心を抱えていたことにも触れ、「世の中を分かったよ

うに語る大人への違和感があった」と振り返りました。その反発心こそが、自らを危険な紛争

地・ソマリアへと向かわせる原動力になったと語り、生徒たちは真剣な表情で耳を傾けていま

した。 
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講演では、ソマリアの現状や、これまで永井氏が現地で行っ

てきた活動について、多くの写真や実例を交えながら紹介され

ました。中でも特に印象的だったのは、「憎しみの連鎖を解く」

という言葉でした。現地では、家族や親族、大切な人を殺され

たことへの復讐心から武装勢力へ加わる若者が少なくないそ

うです。しかし、たとえ復讐を果たしたとしても、そこで新た

な憎しみが生まれ、さらに別の復讐へとつながっていく――そ

の連鎖は終わることがありません。永井氏は、「憎しみを暴力

で解決しようとしても、本当の解決にはならない。その連鎖を

断ち切ることこそが自分たちの仕事だ」と語りました。その言葉には、紛争地で現実と向き合

ってきたからこその重みがあり、生徒たちも静かに聞き入っていました。  

また、「上から目線で説得しても人は変わらない。まず相手を受け入れることが大切だ」と

いう話も、生徒たちに強い印象を残しました。武装勢力に加わった若者たちとも真摯に向き合

い、その背景や苦しみを理解しようとする姿勢からは、人と向き合うことの本質が伝わってき

ました。  

最後に後輩たちへのメッセージとして、「“自分に何ができるか”を考える必要はない。今

の能力は関係なく、誰にでも無限の可能性がある」と語られました。また、「 YouTube ばかり

を見るのではなく、本を読み、何より自分自身で考えてほしい。 SNS で無駄な時間を過ごして

はいけない。本物のプロフェッショナルは SNS 上にはいない」という言葉も、生徒たちの胸に

強く響いていたようです。さらに、「多くの人が“好きでもなく、得意でもないこと”を、あ

えて誰が担うのかを考えてほしい」というメッセージには、生徒たちも自らの将来や社会との

関わり方について改めて考える機会を与えることになりました。  

講演中、生徒たちは終始集中して話に聞き入り、永井先輩の話に惹きこまれているようでし

た。講演後の質疑応答では、「組織から抜け出したいテロリス

トにどう接するのか」「宗教的な信条を持つ人の考えをどうや

ってかえるのか」等を質問する生徒たちの手が次々に挙がり、

時間いっぱいまで質問が途切れることはありませんでした。

国際問題や紛争地域への関心だけでなく、「どう生きるべき

か」「自分は何を目指すべきか」という問いを、生徒たち一人

ひとりが真剣に考える貴重な機会となりました。  

世界の最前線で活動を続ける卒業生の姿は、生徒たちにと

って大きな刺激であると同時に、「自分自身の可能性」につい

て考えるきっかけとなったことでしょう。  

 

【６月中旬までの主な行事予定】  

[5月 ] 

１８日（月）～２１日（木）  １学期中間試験  

２１日（木）  総合検診（高校１０：３０登校）  

２２日（金）  教育実習生受け入れ開始・英検（希望者）第１回全統高２模試  

２３日（土）  自宅学習日  

２５日（月）～２８日（木）  体育祭準備期間  

２９日（金）  体育祭リハーサル 

３０日（土）  体育祭  

[6月 ] 

１日（月）  朝礼・夏服更衣  

２日（火）  体育祭予備日  

３日（水）  大学入試結果報告会  学級ＰＴＡ（ＰＭ）  

１０日（水）  高１学林  

１１日（木）  教育実習終了  

１３日（土）  いじめ防止講演会・いじめ防止ワークショップ（高１ＤＥＦ組）  

１６日（火）  保健講演会（高１・２）  


